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今
月
の
当
紙
発
行
に
は
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山
口
染
色
様
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ご
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援
を
い
た
だ
き
ま
し
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が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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11月号発行数 

１０００部 

 
ご愛読頂き、 

恐れ入ります 

大智寺 副住職晋山式 

   めでたく円成 

１１月６日、皆々様のおかげを持ちまして 

        晋山式を無事行うことができました。 

        本当に ありがとうございました。 

 

「絶対晴れるから大丈夫やよ」 

「大勢来るで、傘立て作ろうか」 

「車の案内に黄色の旗とジャケット借りて来たよ」 

「何か手伝うことない？」 

「がんばってね！」 

大勢の優しさに支えられて、お寺はまた新しい時代に入ろうとしています。 

 

 

京都大徳寺管長猊下より大智寺に賜った、お祝いの掛け軸には 

「竹に上下の節有り （たけに、じょうげのふしあり）」 
 

この禅語が対句になっているのは有名です。 

上句は「松に古今の色無し （まつに、ここんのいろなし）」 

     

     

 

松のみどりは、何年も変わらず、今も昔も同じなのに対し 

竹の節は、はっきりと時の流れを刻み、昔と今を区別している。 

大いなる時の中で、 

変わらないものと 変わっていくもの、 

その心を松のみどりと、竹の節に見立てた禅語です。 

どちらも自然の摂理の中で、等しく大切な心です。 

 

大智寺第２０世となる副住職のもと、 

これからどんな時代がやってくるのか、不安も期待も入り混じります。 
 

西暦１５００年（明応９年）の昔から今まで、 

お寺は脈々と仏法を説いてきました。 

それは松のみどりのように、変わることはありません。 

そして、お寺は今回の晋山式を機に畳を替え、壁を塗り、戸を替え 

竹のように、節目ごとに成長し変化していきます。 
 

大智寺の変わらないものと、変わっていくもの ― 

それを守っていくためには、 

お寺と皆様一人ひとりとの「心のつながり」が 

大切なのでは、と思っております。 

 

大徳寺管長猊下が選んでくださった「竹有上下節」― 

大智寺の将来への、大切なヒントかもしれません。 

 

これからもますます励んでまいりますので、 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

発行所 
 

大智寺 
 

岐阜市山県北野 
６６８－１ 

 

電話：058-229-1532 
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12 月 31 日（土）夜 11 時 30 分～ 

   大智寺鐘楼 除夜の鐘 

今年もいよいよ暮れていきます。 

大晦日は、仕事や家事、身の回りのことを一段落させ 

 月末には、ゆとりをもって今年一年を振り返りたいもの。 

お正月の準備を終え、大掃除も終え、お蕎麦も食べ 準備万端  

そして最後に、心のお掃除ができると、めでたく年明けです。 
 

今年一年、決して毎日きれいな心で生活できたとは言い切れません。 

むしろ自分の汚い心、我欲でいっぱいの心、おろかな心、弱い心・・・ 

振り返れば、恥ずかしい心も思い浮かびます。 

 
「もう一度、きれいな心で、新たな心で、生活しよう。」 

そんな気持ちで、除夜の鐘は打ち鳴らします。 

煩悩という心の汚れを、きれいに落とし、また笑って新年を迎えるために。 
 

～ どなたでも鐘をつくことができます。どうぞお越しください ～ 

 

 

１月１日・２日・３日 朝 10 時～11 時 

大智寺 新年修正会 

禅寺のお正月は、修正会で始まります。 

「修正」とは、まちがいや不足を正し、ゆがみを直すこと  
 

新年気持ちよく過ごすため、 

自分の心を反省し、素直な仏心に立ち戻るのが、「心を正す月 お正月」です。 

無事、お正月を迎えることができた感謝の心で、 

皆さまと一緒に 仏様に手を合わせられたらと思います。 

 

大智寺の新年修正会では、一年の平穏や五穀豊穣を祈願し 

皆さまと一緒に 大般若経 600巻の転読を行います。 

昔から、転読を行うと「般若の風」が起こると言われます。 

大般若経をお手にとっていただけるのは、一年にこの３日間のみです。 

 

 

 

修正会にて 新年ご祈祷飴 を差し上げます♪ 

香ばしくって、昔懐かしい飴 「まめだま」 
 

         この豆が主役！ 

         北海道のつるっこ大豆 
                  

              ここは沖縄波照間の 

         おいしい黒糖あめ 

おいしいので、大人気です！！ 
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～ シリーズ 北野のおばあちゃんの味 ～ 
 

♪ 北野で丁寧に野菜を育てるおばあちゃんの味 おすそわけ ♪ 
 

里２号のおばあちゃん シャキシャキおいしい 赤だつの酢いり 
 

① 赤だつの芋茎１０本くらいを、皮をむき、縦に４～５等分に割く。 

② さらに横に３センチ程に切り、塩漬けにして一晩おく。 

③ 酢カップ半分を鍋で煮たて、よく絞った赤だつの芋茎を入れて炒め 

砂糖カップ半分とみりん少々を入れてザッとかき混ぜ火を消す。 
 

※ 梅酢を少々加えると、きれいな紅色に仕上がる。 

 

赤だつは、普通の里芋と違って茎が赤いで、少し梅酢入れればすぐ赤くなる 

炒め不足は、アクが残って喉にえごいし、炒めすぎるとシャキシャキしなくなるで、難しいんやて。 

 昔、家で法要の食事作る時なんか、よーくこの酢いりを鉢盛にたくさん作ったもんやよ。 

 

 
 

今
月
の
ひ
と
こ
と 

 

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
、
こ
の
一
年
い
か
が
で
し
た
か
？ 

私
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
江
」
を
欠
か
さ
ず
見
た
事
以
外
、

一
年
間
継
続
で
き
た
目
標
が
な
く
、
振
り
返
っ
て 

し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
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さ
て
、
こ
の
秋
は
温
暖
化
の
影
響
か
紅
葉
が
遅
く
、 

観
光
に
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
ご
期
待
に
応
え

ら
れ
ず
、
残
念
な
状
況
で
し
た
。 

 

そ
ん
な
中
、
昨
年
か
ら
紅
葉
の
頃
に
お
越
し
に
な
り

始
め
た
方
か
ら
「
年
が
明
け
て
暖
か
く
な
っ
た
ら
、
ぜ

ひ
ヨ
ガ
を
大
智
寺
で
や
り
た
い
」
と
い
う
ご
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
方
は
ヨ
ガ
ス
ク
ー
ル
の
先
生
を

さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
姿
勢
の
き
れ
い
な
女
性
で
す
。 

 
ヨ
ガ
は
、
禅
宗
の
坐
禅
に
通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

お
寺
と
し
て
も
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
そ
う
で
す
。 

「
お
寺
で
ヨ
ガ
体
験
」
詳
し
く
決
ま
り
ま
し
た
ら
、 

ま
た
お
伝
え
し
ま
す
ね
♪ 

  

紅
葉
も
ま
た
仏
縁
― 

人
と
の
出
会
い
と
は
、
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。 

  

そ
し
て
こ
の
大
智
寺
だ
よ
り
も 

お
寺
と
誰
か
の
出
会
い
の
場
で
す
。 

今
年
一
年
「
大
智
寺
だ
よ
り
」
を 

読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
全
員
の
方
に 

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。 

 

 

年末恒例の托鉢 12月 12 日（月）～14日（水） 

    大智寺近隣は 12月 14日（水） 

先月の大智寺だよりにも少し話題に出ましたが、 

今月、三輪・藍川地区檀信徒会の托鉢が行われます。 

皆さま、どうぞよろしくお願いいたします。 

この托鉢では、大智寺和尚のみならず、 

宗派を超えて、三輪・藍川地区の和尚様方が一同に地域を回ります。 
 

今回の托鉢で集まった浄財は、歳末助け合いや檀信徒大会、 

地震災害助け合いなどに使わせていただくこととなります。 
 

１２月１４日（水）９ 時～ 三輪地区 

             10時～ 岩・西山・出屋敷 

             11時～ 北野地区 
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永代供養墓って、どんなお墓？ 
 

 「永代供養墓」とは、将来お墓を守りする方がいなくても、 

永代にわたって、お寺が守って供養するお墓のこと。 
 

 お葬式が終わって、役所や銀行の届け出をしたりと慌ただしく 

 ついついお墓の用意ができないまま年越し・・・ 

 いつまでもお骨を家に置いておけないし・・・ 
 

 なんらかの事情で納骨ができず、 

 自宅にてお骨を置いておけない方の場合、 

 永代供養墓の申込・契約後、納骨までの期間 

大智寺にてご遺骨をお預かりすることができます。 

ご気軽にご相談ください。 

 

完全個別永代供養墓 
１区画：２５万円～ 

   （墓石代金含む） 

 

特色
◎宗教・宗派 不問 

◎大智寺での供養内容 

  月命日の供養 

  春秋彼岸の供養 

◎追加納骨 可能 

 夫婦、家族でご利用可 

（追加料金 なし） 

 

岐阜まちなか再発見フリーマガジン「aun あうん」 に掲載されます♪ 

 

「aun」は、アクティブＧや道の駅、岐阜市内の図書館や美術館、役所、 

市内２００か所のお店や、６７か所の病院で手に入れることができる 

年４回発行のフリーマガジンです。 
 

 

今回掲載されるのは、12 月 15 日発行のお寺特集の記事。 

今回は、大智寺の冬景色が取り上げられます。 

 
もし、機会があれば ぜひお手にとってみてください。 

 

月に一度はお寺まいり 

      どなたでも参加できます 

 
 

初心者 大歓迎 
東日本大震災物故者追善供養 

毎月 第四日曜日  

定例写経会 

今月の日程 
 

1２月 2５日 
（朝８時～９時） 

 

一回 500円 

（内 300円は義援金） 
 

要申込 

震災・津波で亡くなられた方の為、「般若心経」の

写経をし、心静かにご冥福をお祈りします。 

 

今年３月１１日の大震災より、お寺で何かできること

はないかと思い、この写経会は始まりました。 
 

４月から 11月まで、14 名の方々がこの写経会に 

参加してくださいました。 

その内６名程は、ほぼ毎月熱心にお越しくださいます。 
 

そしてこの８か月で、写経会の皆様の義援金は 

15,600 円となりました。 

 
お金だけの支援ではなく、自分の時間を割き、 

亡くなられた方を思い、月に一回お写経すること・・・ 

そしてあの悲劇を忘れないこと・・・ 
 

今、生かしていただいている命を感謝し、 

小さなことでも、できることを一緒に行いませんか。 

 


